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中　西　　　弘
次の英文 A mouse chased by a cat climbed a tree.の意味は，もちろん，「猫
に追いかけられたネズミが木に登った」となるが，このたった 1文を理解
するだけでも，私たちは少なくとも入力情報の知覚・語彙処理・統語処理・
意味処理・語用論的処理など，様々な処理を行っている。さらに複数文に
なると，現在処理している文と前後の文との関係を考慮することも必要に
なる。
それぞれの処理はワーキングメモリ（WM）上で，入力情報と長期記憶
に格納された各種情報を検索・照合することにより行われる。各処理段階
でWM資源が消費されるが，その容量には厳しい制限があるため（Just & 
Carpenter, 1992 ; Cowan, 2001），低次での言語処理（知覚・語彙・統語処理）
をいかに効率よく行い，高次処理段階（意味・語用論的処理）に WM資
源を分配できるかが言語理解の鍵となる。特に，言語処理が自動化してい
ない日本人英語学習者にとっては，WMの効率性が言語理解に果たす役割
は英語母語話者よりも大きいと考えられる（Geva & Ryan, 1993）。
日本人英語学習者は，各種処理段階の中でも統語処理にWM資源の大
半を使用してしまうことが Nakanishi & Yokokawa （2011）によるリーディ
ングスパンテストを用いた行動実験や，鳴海ほか（2013）による事象関連
電位を用いた神経科学的実験により指摘されている。
統語処理のモデルには，（1）モジュラーモデル ─ 初期の統語解析は，
構造的選好性（最少付加の原則・遅い閉鎖の原則）に基づいた統語構築を
82
英文理解の心理プロセス
行い，語彙・意味・文脈などの情報は影響を与えない （Ferreira & Clifton, 
1986など），（2）制約依存モデル ─ 各種情報（意味・文脈・プロソディ等）
が統語構築の初期段階から影響を及ぼす（Trueswell, et al, 1994など），と
いう 2つの立場がある。最近では，第一言語・第二言語研究ともに，行動
指標（正解率・読み時間）や電気生理学的指標（ERPs）等，様々な実験デー
タから後者の立場を支持する研究が多い。
ただし，語彙情報 ─ 中でも動詞の下位範疇化情報 ─ が初期の統語解析
に及ぼす影響は，英語母語話者と第二言語学習者とでは異なることが指摘
されている。動詞下位範疇化情報とは，動詞が統語的範疇をいくつ要求す
図 1　モジュラーモデルのイメージ（門田，2015から転載）
図 2　制約依存モデルのイメージ（門田，2015から転載）
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るのかという，動詞に含まれる文構造に関わる語彙的情報である。例えば，
自動詞 sleepは，主語となる名詞を 1つ必要とするが，他動詞 eatは，主
語と直接目的語の 2つの名詞を要求する。
英語母語話者を対象にした文処理実験では，例えば，confirmのような
直接目的語バイアスの動詞（動詞に後続する名詞が直接目的語となる頻度
が高い動詞）の後に（1）直接目的語が用いられた場合（一致条件）と，（2）
従属節が用いられた場合（不一致条件）の下線部領域にかかる読み時間を
比べたところ，前者の方が有意に短いことが確認された。これは，読み手
が動詞下位範疇化情報を利用し，初期統語解析から動詞に後続する名詞を，
直接目的語として捉えたためと考えられる（Wilson & Garnsey, 2009）。
（1）　 ［一致条件］ The CIA director confirmed the rumor when he testified 
before Congress.
（2）　 ［不一致条件］ The CIA director confirmed the rumor could mean a 
security leak.
さらに，英語母語話者は，動詞下位範疇化情報を用いて後続する構造の
予測まで行っていることが，視覚世界パラダイムという実験手法を用いた
研究により示されている。Kamide et al. （2003）は，3項動詞（例 spread） 
─ 動作主・対象・着点という 3つの項を要求する動詞 ─ を含む文 （例 
The woman will spread the butter on the bread.）を音声呈示し，実験参加者
に実験文を聞きながら絵（図 3）を見るように指示した。その際の視線を
計測することで，リアルタイムでの言語処理プロセスを観察しようとした
のである。実験の結果，実験参加者の視線は，対象（the butter）が音声
呈示された時点で，既に着点（パン）に向けられていることが明らかになっ
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た。
このように，英語母語話者はリアルタイムで動詞の下位範疇化情報を利
用しながら統語構築をすすめていることが指摘されている。一方，日本人
英語学習者は，動詞下位範疇化情報を知識として有しているにもかかわら
ず，英語母語話者のように文理解の際に使用できないことが実証研究によ
り示されている（籔内他，2011 ; 橋本・横川，2009 ; 坂東，2016）。
日本人英語学習者が，英語母語話者のように動詞に含まれる下位範疇化
情報を統語解析中に利用できるかどうかが統語処理を自動化させるうえで
重要な鍵となる。Pickering & Branigan （1998）は，動詞の統語情報は，脳
内に以下のようなネットワーク構造で蓄えられていると提案している（図
4）。
例えば，giveや sendという動詞は ［名詞句 +名詞句］あるいは［名詞
句 +前置詞句］という下位範疇化情報とともにネットワーク上で結びつ
いている。このモデルにより，私たちが日常的に経験している統語プライ
ミング現象 （Bock, 1986） ─ 発話の際，直前に相手が用いた統語構造を使っ
てしまう現象 ─ を説明することが出来る。例えば，The boy gave a ring to 
実験に使用された絵 聞き手がパンの絵を見た割合 (%) 
The woman will / spread / the butter / on the bread 
パン
コー ヒー
女性
図 3　Kamide et al. （2003）で用いられた絵と実験結果
　実験に された絵　　　　　実験参加者が視線を向けた絵の割合（%）
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the girl.という発話を聞くと，その発話に含まれる動詞のみならず， ［名詞
句 +前置詞句］という下位範疇化情報も活性化され，同じ統語構造の発
話（例 The mother sent apples to the girl.）が引き起こされやすくなること
が，第一・第二言語研究ともに確認されている（Pickering & Branigan, 
1998 ; Morishita, et al., 2010）。
日本人英語学習者が特に苦手とする統語処理を自動化させるためには，
明示的な指導により意識的に英文を理解・産出させるのではなく，統語プ
ライミング現象を利用して無意識のうちに下位範疇化情報を用いる経験を
積ませることが重要であると考えられる。
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